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11
月
23
日（
金
・
祝
）午
後
１
時
30
分
か
ら
西
田
布
施
公
民
館
で
人
権
の
つ
ど

い
を
開
催
し
ま
し
た
。
例
年
、
田
布
施
町
で
は
、
田
布
施
町
人
権
教
育
推
進
大

会
を
11
月
の
最
終
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
同
大
会
を
「
人
権

の
つ
ど
い
」と
同
時
に
開
催
し
ま
し
た
。

　「
人
権
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
し
た

　
「
人
権
の
つ
ど
い
」は
、
山
口
地
方
法
務
局

周
南
支
局
管
内
の
３
市
３
町
が
順
に
開
催
地

と
な
り
、
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
の
表
彰
・
作
品
発
表
や
記
念
講
演
等
人
権

啓
発
に
関
す
る
大
会
を
行
う
も
の
で
す
。
山

口
地
方
法
務
局
周
南
支
局
と
田
布
施
町
・
田

布
施
町
教
育
委
員
会
、
周
南
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
、
周
南
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
主
催
で
行
わ
れ
た
今
年
の
大
会
で

は
、
会
場
と
な
っ
た
西
田
布
施
公
民
館
に
お

よ
そ
２
５
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
人
権
の
つ
ど
い
」で
は
、
第
32
回
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
等
が
あ

り
、
木
村
友
美
さ
ん
（
平
生
中
学
校
第
２
学

年
）
が
受
賞
者
17
人
を
代
表
し
て
、
周
南
支

局
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
ら
れ
、
飛
渡
友
希

さ
ん（
田
布
施
中
学
校
第
３
学
年
）が
作
文
の

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
「
田
布
施
町

人
権
教
育
推
進
大
会
」
で
は
、
西
村
茉
紘
さ

ん（
田
布
施
西
小
学
校
第
３
学
年
：
写
真
上
）

が
代
表
し
て
町
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
北
村
優
衣
さ
ん
（
田
布
施
中
学

校
第
３
学
年
）が
詩
の
朗
読
を
行
い
ま
し
た
。

両
作
品
と
も
人
権
に
関
す
る
思
い
の
込
め
ら

れ
た
作
品
で
、
客
席
か
ら
も
自
然
と
拍
手
が

起
こ
り
ま
し
た
。

　

表
彰
や
作
品
の
発
表
な
ど
式
典
行
事
の

後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
「
た
ぶ
せ
少

年
少
女
合
唱
団
」
の
み
な
さ
ん
の
合
唱
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
田
布
施
町
歌
や
独
自
の
振
り

付
け
を
加
え
た
歌
の
数
々
は
、
か
わ
い
い
衣

装
と
あ
い
ま
っ
て
会
場
の
拍
手
を
誘
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
記
念
講
演
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
出
身

の
声
楽
家
バ
イ
マ
ー
ヤ
ン
ジ
ン
さ
ん
に
「
家

族
の
き
ず
な　

幸
せ
の
か
た
ち
」と
題
し
て
、

講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ベ
ッ
ト
の
紹
介
や

ご
自
身
の
出
身
地
の
案
内
、
違
う
民
族
に
属

す
る
こ
と
で
差
別
を
受
け
た
学
生
時
代
、
ま

た
縁
が
あ
っ
て
日
本
人
の
男
性
と
結
婚
さ

れ
、
国
と
国
で
違
い
が
あ
っ
て
驚
か
れ
た
こ

と
な
ど
、
ご
自
身
の
体
験
に
基
づ
く
さ
ま
ざ

ま
な
お
話
な
ど
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
講
演
さ

れ
、80
分
が
と
て
も
短
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
ご
披
露
い
た
だ
い
た
チ
ベ
ッ
ト
の
民

謡
は
、
澄
ん
だ
声
に
さ
わ
や
か
な
気
持
ち
に

包
ま
れ
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。
講
師
の
バ
イ

マ
ー
ヤ
ン
ジ
ン
さ
ん
の
人
柄
が
身
近
に
感
じ

ら
れ
た
時
間
を
過
ご
し
、
会
場
の
皆
さ
ん
も

家
族
の
あ
り
方
、
国
際
的
な
視
点
を
も
っ
た

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
改
め
て
考

え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

※
今
月
の「
マ
ナ
ビ
ィ
」は
お
休
み
し
ま
す
。

〈 
田
布
施
町
人
権
教
育
推
進
大
会 

〉
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今
回
は
、
来
春
、
開
講
20
年
目
を

迎
え
る
城
南
の
押
し
花
教
室
を
訪
ね

ま
し
た
。

　

教
室
は
、
月
に
１
度
、
城
南
公
民

館
の
２
階
で
開
か
れ
て
お
り
、
そ
こ

に
は
家
の
ま
わ
り
に
咲
い
て
い
る
自

然
の
草
花
か
ら
、
ご
自
宅
で
育
て
ら

れ
た
季
節
の
花
々
ま
で
、
沢
山
の
種

類
の
材
料
が
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
、
思

い
思
い
の
作
品
を
作
り
出
し
て
い
き

ま
す
。
今
回
は
、
葉
書
サ
イ
ズ
の
額

縁
に
青
染
め
し
た
花
々
と
ク
ロ
ー

バ
ー
を
あ
し
ら
っ
た
可
愛
ら
し
い
作

品
を
作
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
月
に
１
度
の
教
室
で
、
一
つ
の

作
品
が
完
成
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
毎
月
の
教
室
が
待
ち
遠
し
い
で

す
。」「
月
日
が
経
っ
て
色
が
褪
せ
て

も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
ま
た
い
い
色
を

出
し
ま
す
よ
。」「
で
き
た
作
品
を
沢

山
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が

と
て
も
楽
し
み
で
す
。」
み
な
さ
ん
、

ご
自
分
の
作
品
に
と
て
も
愛
着
を

持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
年
に
１
度
の
公
民
館
ま

つ
り
で
、
地
域
の
方
々
に
お
披
露
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
公
民
館
ま
つ
り
で

の
展
示
を
終
え
た
作
品
は
、
こ
れ
ま

で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
る
と
の
こ
と
。「
あ
り
が

と
う
」
と
、
笑
顔
で
お
礼
を
言
わ
れ

る
こ
と
で
、
次
の
作
品
へ
の
創
作
意

欲
が
湧
い
て
く
る
そ
う
で
す
。

　

押
し
花
に
興
味
が
あ
る
方
、
是
非

城
南
公
民
館
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。
数
々
の
素
敵
な
作
品
と
、
賑
や

か
な
教
室
の
み
な
さ
ん
が
出
迎
え
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
。

■
講
　
師
　
村
本　

敏
子

■
日
　
時
　
毎
月
第
１
火
曜
日

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場
　
所　

城
南
公
民
館　

講
座
室

■
代
表
者　

光
井　

静
子

　
　
　
　
　

☎
52
‐
１
８
４
１

押し花教室

城南公民館

サークルウォッチング

問社会教育課　☎５２-５８１３

田布施町郷土館
来館者10万人を達成

　田布施町郷土館は平成元年11月３日に開館
して以来、11月18日（日）来館者が10万人に
到達しました。
　田布施町郷土館は、先人の偉業・遺徳を偲ぶ
とともに、町内で確認された古墳・遺跡からの
出土遺物や、民俗資料等の文化遺産の展示を通
して、郷土の歴史と文化に対する理解を深め、
町民文化の向上と次代を担う青少年への励まし
の糧に資することを目的として設置されまし
た。
　10万人目の来館者となられたのは、同日午
後、旅行会社のツアーで来館された須藤照美さ
ん（大分県玖珠郡九重町）で、曽我館長から記念
品を送られ同じツアー客のみなさんから祝福を
受けていました。


